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跡
取
り
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語
シ
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ズ
⑳

３
つ
の
事
業
継
承
！
成
長
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の
道
す
じ

３
つ
の
事
業
継
承
！
成
長
へ
の
道
す
じ

　

十
二
月
十
一
日
（
水
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
・
青

年
部
合
同
例
会
／
跡
取
り
物
語
シ

リ
ー
ズ
⑳
」
を
開
催
。
交
通
誘
導
・

施
設
警
備
・
イ
ベ
ン
ト
警
備
な
ど
を

手
掛
け
る
㈱
小
淵
警
備
保
障
、
代
表

取
締
役
・
小
淵
豊
太
郎
氏
（
伊
勢
崎

支
部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「
３
つ

の
事
業
継
承
！
成
長
へ
の
道
す
じ
～

経
営
者
の
悦
び
と
は
な
に
か
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
自
身
の
経
営
体
験
を
語

り
ま
し
た
。

　

跡
取
り
物
語
シ
リ
ー
ズ
は
、
事
業

承
継
や
後
継
者
の
悩
み
・
課
題
な
ど

の
交
流
を
目
的
に
、
平
成
十
八
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
高
崎
支
部
の
名
物

例
会
。
島
山
氏
が
報
告
し
た
第
一
回

か
ら
昨
年
の
諏
訪
氏
ま
で
、
過
去

十
九
回
に
わ
た
り
県
内
各
支
部
で
活

躍
す
る
会
員
を
報
告
者
に
学
び
合
っ

て
き
ま
し
た
。

　

小
淵
氏
は
、
自
己
紹
介
や
入
社
の

経
緯
な
ど
に
続
き
、
伊
勢
崎
地
域
に

て
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
経
営
を
目
指

す
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
（
電
気
工

事
業
・
警
備
業
・
介
護
事
業
）
の
概

要
を
説
明
。
ま
た
、
同
氏
が
入
社
し

た
約
十
年
前
と
現
在
を
比
較
し
、
売

上
高
・
自
己
資
本
比
率
・
銀
行
金
利
・

離
職
率
な
ど
を
改
善
し
て
き
た
こ
と

に
触
れ
た
上
で
、
そ
の
一
番
の
要
因

を
「
社
員
と
の
対
話
を
重
視
し
、
主

体
的
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
心
掛

け
て
き
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
淵
氏
か
ら
討
論
テ
ー

マ
と
し
て
、
①
仕

事
を
し
て
い
て
楽

し
い
と
感
じ
る
瞬

間
は
？
、
②
現
場

の
仕
事
と
経
営
的

な
仕
事
は
ど
ち
ら

が
楽
し
い
か
？
、

③
自
社
の
一
〇
年

後
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
？
が
提
起

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
で
グ

ル
ー
プ
討
論
と
発

表
、
小
淵
氏
の
補

足
報
告
が
行
わ
れ

る
変
則
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
進
行
。

経
営
者
の
悦
び
に
つ
い
て
小
淵
氏
は

「
自
己
成
長
」「
抽
象
度
が
上
が
る
」

「
未
来
を
描
く
」
を
挙
げ
、
自
身
の

考
え
や
実
体
験
に
基
づ
く
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
前
向

き
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
自
社
の

未
来
構
想
を
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
」「
経
営
者
で
良
か
っ
た
。
明
日

か
ら
の
仕
事
も
頑
張
れ
る
」「
経
営

者
と
し
て
の
器
を
大
き
く
す
る
に

は
、日
々
の
学
び
が
必
須
と
感
じ
た
」

な
ど
の
感
想
や
意
見
が
綴
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

高
崎
支
部
・
青
年
部
合
同
例
会
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アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

会
社
見
学
に
は
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

会
社
見
学
に
は
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

桐
生
支
部
12
月
例
会

　

十
二
月
十
九
日
（
木
）、
桐
生
支

部
十
二
月
例
会
を
開
催
。「
見
て
・

聴
い
て
・
感
じ
る
！
会
社
見
学
に
は

ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
」を
テ
ー
マ
に
、

レ
ー
ス
生
地
・
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
の

製
造
販
売
を
手
掛
け
る
加
栄
レ
ー
ス

㈱
（
代
表
取
締
役
・
佐
藤
真
人
氏
／

桐
生
支
部
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

社
内
・
工
場
を
見
学
す
る
前
に
、

各
種
生
産
設
備
の
特
徴
や
取
り
扱
い

商
品
、
Ｅ
Ｃ
販
売
や

輸
出
販
売
に
注
力
す

る
同
社
の
取
り
組
み

な
ど
を
佐
藤
社
長
が

紹
介
。
そ
の
後
、
佐

藤
社
長
の
案
内
を
頼

り
に
、
整
然
と
並
ん

で
稼
働
す
る
大
型

レ
ー
ス
編
機
や
特
殊

な
ニ
ッ
ト
編
機
、
商

品
撮
影
ス
タ
ジ
オ
や

縫
製
室
な
ど
を
順

次
、
見
学
し
て
い
き

ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
糸
く
ず
一
つ

落
ち
て
い
な
い
工
場

内
に
感
動
。
設
備
の

隅
々
ま
で
手
が
行
き

届
い
て
い
て
素
晴
ら
し
か
っ
た
」「
繊

維
の
ま
ち
桐
生
を
改
め
て
実
感
。
大

型
設
備
は
大
迫
力
で
見
応
え
が
あ
っ

た
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
を
移
し
て
の
忘
年
会

で
は
、
今
年
一
年
の
振
り
返
り
や
近

況
な
ど
を
参
加
者
全
員
が
報
告
。
美

味
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
と
ワ
イ
ン
を
楽

し
み
な
が
ら
、
時
間
の
許
す
限
り
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。

ワインの夕べワインの夕べ
富岡安中支部12月例会

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
十
二
月

十
三
日（
金
）、古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、

イ
ル
・
ジ
ラ
ソ
ー
レ
を
会
場
に
支
部

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

安
中
市
出
身
で
山
形
県
内
で
ワ
イ

ナ
リ
ー
「
ピ
ノ
・
コ
ッ
リ
ー
ナ
松
ヶ

丘
」
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

務
め
る
川
島
旭
氏
を
お
迎
え
し
、
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
の
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
各
国

の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
巡
っ
て
い
た
川
島

氏
が
、
山
形
県
鶴
岡
市
松
ヶ
丘
地
区

で
山
形
大
学
と
連
携
し
て
土
壌
分
析

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
土
づ
く
り
、
慶

応
大
学
先
端
生
命
化
学
研
究
所
と
連

携
し
て
の
ブ
ド
ウ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
調
査
、
重
力
を
利
用
し
た
自
然
に

逆
ら
わ
な
い
醸
造
方
法
な
ど
、
本
物

を
知
る
川
島
氏
の
経
験
と
知
識
、
最

先
端
の
科
学
分
析
を
掛
け
合
わ
せ
た

ワ
イ
ン
づ
く
り
の
講
演
は
、
時
間
を

忘
れ
る
ほ
ど
聞
き
入
っ
て
し
ま
う
内

容
で
し
た
。

　

講
演
の
後
は
、
広
島
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
で
公
式
採
用
さ
れ
た
同
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
「
鶴
岡
甲
州
２
０
２
１
」「
メ

ル
ロ
ー
２
０
２
１
」
を
特
別
に
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
ゼ
ロ
か
ら
生
ま
れ

た
ス
ト
ー
リ
ー
を
知
り
、
完
成
し
た

ワ
イ
ン
ま
で
を
味
わ
う
贅
沢
な
忘
年

会
と
な
り
、
満
足
度
の
高
さ
が
参
加

者
の
表
情
か
ら
読
み
取
れ
る
例
会
と

な
り
ま
し
た
。
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学
生
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セ
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２
度
の
大
ピ
ン
チ
の
転
換
劇

２
度
の
大
ピ
ン
チ
の
転
換
劇

人
が
育
て
ば
社
会
は
変
わ
る

人
が
育
て
ば
社
会
は
変
わ
る
!?!?

沼
田
支
部
12
月
例
会

渋
川
吾
妻
支
部
12
月
例
会

伊
勢
崎
支
部
12
月
例
会

　

沼
田
支
部
で
は
、
十
二
月
十
二
日

（
木
）、
司
鮨
を
会
場
に
支
部
例
会
を

開
催
。「
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

信
念
と
は
ブ
レ
な
い
心
の
軸
で
あ
る

～
」
と
の
テ
ー
マ
で
、㈲
笠
原
産
業
、

代
表
取
締
役
・
笠
原
克
也
氏
（
沼
田

支
部
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

本
例
会
は
、
同
友
会
の
共
同
求
人

委
員
会
が
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

で
提
供
す
る
「
企
業
人
オ
ム
ニ
バ
ス

　

十
二
月
二
十
六
日
（
木
）、
ホ
ワ

イ
ト
パ
ー
ク
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻

支
部
十
二
月
例
会
」
を
開
催
。
結
婚

式
・
各
種
宴
会
・
卸
売
事
業
な
ど
の

㈱
出
雲
・
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
ク
、
代
表

取
締
役
・
中
野
賢
幸
氏
（
渋
川
吾
妻

支
部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「
企
業

三
〇
年
説
!?
二
度
の
大
ピ
ン
チ
の
転

換
劇
～
未
来
を
描
く
・
社
員
と
の
共

働
・
自
社
分
析
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
～
」

を
テ
ー
マ
に
自
身
の
経
営
体
験
を
語

り
ま
し
た
。

　

群
馬
初
の
総
合
結
婚
式

場
と
し
て
創
業
し
た
同

社
。
三
〇
周
年
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
社
長
に
就
任
し
た

中
野
氏
は
、
今
日
に
至
る

同
社
の
歩
み
や
自
身
が
大

切
に
し
て
き
た
価
値
観
な

ど
を
紹
介
し
、
特
に
経
営

理
念
に
つ
い
て
「
社
員
と

の
関
係
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
」
と
、
そ
の
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。ま
た
、

結
婚
式
業
界
が
急
激
に
縮

小
し
て
い
く
な
か
で
、
観

光
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
全
国
卸

売
な
ど
の
新
た
な
事
業
展

　

十
二
月
十
七
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部

十
二
月
例
会
」
を
開
催
。「
人
が
育

講
座
」
に
て
登
壇
し
た
笠
原
氏
が
、

同
講
座
で
学
生
に
何
を
伝
え
、
ど
ん

な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
か
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
機
会
と
し
て

企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

経
営
者
向
け
の
体
験
報
告
と
は
一

味
違
う
切
り
口
で
、
自
身
の
経
験
や

考
え
方
を
ま
と
め
た
当
日
の
投
影
資

料
を
使
い
、
講
義
の
様
子
や
参
加
学

生
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
受
け
た
印
象
な

開
に
挑
戦
し
て
き
た
道
の
り
に
つ
い

て
も
説
明
。
最
後
に
「
あ
と
五
年
で

創
業
六
〇
周
年
。
現
在
の
ピ
ン
チ
を

乗
り
越
え
る
た
め
、
常
に
挑
戦
を
続

け
た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
身
の
思
い
、

自
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。
そ
の
後
の
忘

年
会
も
含
め
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
活
発

な
経
営
談
義
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

て
ば
社
会
は
変
わ
る
!?
～
変
革
を
も

た
ら
す
新
時
代
の
育
成
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
～
」
と
題
し
、
群
馬
県
立

高
崎
女
子
高
等
学
校
、
校
長
・
丸
橋

覚
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
テ
ー
マ
で
の
開
催
は
、
九
月
例
会

に
続
い
て
二
回
目
。

　

丸
橋
氏
は
、
国
が
定
め
る
学
習
指

導
要
領
や
群
馬
県
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の

概
要
を
説
明
し
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い

て
策
定
し
た
「
高
女
Ｓ
Ａ
Ｈ
」
を
紹

介
。最
上
位
目
標
と
し
て
掲
げ
る「
自

ど
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
部
屋
を
移
動
し
て
忘
年

会
を
開
催
。
笠
原
氏
へ
の
質
問
や
感

想
は
も
ち
ろ

ん
、
昨
今
の

外
部
環
境

の
変
化
に
対

す
る
各
社
の

対
応
と
い
っ

た
経
営
談

議
に
花
を
咲

か
せ
、
時
間

い
っ
ぱ
い
懇

親
を
深
め
ま

し
た
。

ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動
で
き
る
生

徒
の
育
成
」
を
目
指
し
、
同
校
が
進

め
る
九
つ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

解
説
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
丸

橋
氏
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
に

奔
走
す
る
「
ぐ
ん
ま
探
究
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
構
想
」
に
つ
い
て
、
そ
の
概

要
紹
介
と
合
わ
せ
、
地
域
企
業
の
協

力
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
選
ば
れ
る
中
小

企
業
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
論
を
実
施
。「
経
営
者
が
自
社

の
進
ん
で
い
く
道
を
ち
ゃ
ん
と
示

す
」「
地
域
へ
の
積
極
的
な
周
知
・

認
知
活
動
が
大
事
」「
社
会
の
変
化

に
対
応
し
た
企
業
づ
く
り
を
」な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

ｅ
．ｄ
ｏ
ｙ
ｕ
の
普
及
と
忘
年
会

ｅ
．ｄ
ｏ
ｙ
ｕ
の
普
及
と
忘
年
会

年
末
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
＆
忘
年
会

年
末
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
＆
忘
年
会

前
橋
支
部
12
月
例
会

太
田
支
部
12
月
例
会

　

前
橋
支
部
で
は
、
十
二
月
十
八
日

（
水
）、
前
橋
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
（
北

海
亭
前
橋
本
店
）
を
会
場
に
支
部
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
ｅ
．
ｄ
ｏ

ｙ
ｕ
の
普
及
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
報

メ
デ
ィ
ア
戦
略
委
員
長
の
サ
ラ
フ
ジ

㈱
、代
表
取
締
役
・
佐
藤
孝
志
氏
（
同

支
部
副
支
部
長
）が
、シ
ス
テ
ム（
ｅ
．

ｄ
ｏ
ｙ
ｕ
）
の
操
作
方
法
等
を
解
説

し
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
同
友

会
の
各
種
行
事
の
日
程
確
認
や
例
会

出
欠
席
の
連
絡
等
が
自
身
の
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な

る
シ
ス
テ
ム
で
、
会
員
の
利
便
性
の

向
上
と
、
紙
媒
体
と
そ
れ
に
関
わ
る

コ
ス
ト
の
削
減
を
目
指
し
活
用
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
会
で
は
、
実
際
の
操
作
画
面
の

投
影
、
自
身
の
ス
マ
ホ
で
の
操
作
を

体
感
す
る
こ
と
で
理
解
を
得
ら
れ
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
会
の
後
は
同
会
場
に
て
忘
年
会

　

太
田
支
部
で
は
十
二
月
十
三
日

（
金
）、
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
太
田

と
居
酒
屋
い
ば
ら
を
会
場
に
二
部
制

の
十
二
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
・
年
末
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

で
は
、
個
人
戦
、
チ
ー
ム
戦
を
行
い
、

チ
ー
ム
戦
で
は
各
チ
ー
ム
が
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
学
び
を
活
か
し
、

メ
ン
バ
ー
の
能
力
や
経
験
を
最
大
限

に
引
き
出
す
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と

で
、
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ

を
開
催
し
、
参
加
者
の
一
年
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
つ
つ
、
近
況
報
告
や
経
営

談
議
に
花
を
咲
か
せ
、
参
加
企
業
そ

れ
ぞ
れ
が
来
年
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

る
チ
ー
ム
づ
く
り
を
実
践
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
二
年
前
の
同
企
画

に
負
け
な
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

心
地
の
良
い
疲
労
感
と
満
足
感
を
味

わ
い
な
が
ら
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
・
忘
年
会
で
は
、
ま
だ
熱

が
冷
め
な
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
結
果
に

加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
年
を
振
り
返

り
つ
つ
懇
親
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
振
り
返
り
で
は
、「
景
気

が
悪
い
中
で
も
増
収
増
益
が
出
来

た
」、「
長
年
続
い
て
い
た
債
務
超
過

の
終
わ
り
が
見
え
て
き
た
」
な
ど
の

明
る
い
報
告
が
多
く
、
一
年
を
笑
顔

で
締
め
く
く
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【舞台や物販　高校生も参加】
� 新島学園短期大学
　新島学園短期大学（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）
の学園祭「第42回襄祭」が21日、高崎市の同校で開か
れた。学生たちがアイデアを出し合った企画や模擬店
に加え、連携する県内外の５高校の生徒も舞台発表や
物販に参加。多彩な催しで来場者をもてなした。
� ［12 ／ 22付上毛］

【氷彫刻で干支の「巳」】
� ㈱出雲・ホワイトパーク
　来年の干支「巳」にちなんだ３体の大蛇の氷の彫刻
が、渋川市石原のホワイトパーク（㈱出雲、代表取締役・
中野賢幸氏／渋川吾妻支部所属）内「アイスワールド」
に飾られ、来場者を楽しませている。
　大蛇は長いとぐろを巻いており、それぞれ舌を出し
ている。担当者は「ヘビは脱皮し成長するので、復活、
再生を意味する。来年は飛躍の年になってほしい」と
期待を込めた。� ［12 ／ 27付上毛］

【辰年から巳年　宿泊もてなす】
� ㈱ホテル辰巳館
　県内各地の温泉地は年末年始をゆっくり過ごそうと
する人でにぎわっている。干支の辰と巳の名を冠した
みなかみ町上牧の老舗旅館「辰巳館」（㈱ホテル辰巳館、
代表取締役・深津卓也氏／沼田支部所属）では、宿泊
客をもてなそうと、スタッフが「はにわ風呂」を丁寧
に清掃していた。
　宿名は創業者の深津謙三が1924年、風水などを参考
に考案。千客万来の願いを込め、南東（辰巳）の方角
に玄関を構えたことが由来となっている。人気のはに
わ風呂は放浪の天才画家、山下清の貼り絵「大峰沼と
谷川岳」を原画としたガラスタイルの壁画があしらわ
れている。
　創業100年を迎え、４代目の深津卓也社長は「これか
らも一人一人のお客さまを温かく迎えていく」と述べ
た。� ［12 ／ 31付上毛］

【ゴング寄贈】
� ㈱小淵警備保障
　電気工事業の小淵（㈱小淵警備保障、代表取締役・
小淵豊太郎氏／伊勢崎支部所属）は、４日、伊勢崎工
業高校ボクシング部にゴング（10万円相当）を寄贈した。
1995年ごろから使われ、老朽化していた。
　小淵豊太郎社長が、同部顧問の新井善征教諭と親交
があったことから実現した。同校で開かれた贈呈式で、
小淵社長は「今後も伊勢崎のボクシングの発展に寄与
してほしい」と期待。小松蒼空部長は「練習で使いたい」
と感謝した。� ［１／５付上毛］

【お金の役割　楽しく学ぶ】
� しののめ信用金庫
　お金の大切さを学んでもらおうと、しののめ信用金
庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中支部所属）は11日、
高崎市の同信金高崎支店で「小学生のためのマネーラ
ボ」を開いた。県内の小学生22人が参加し、生活と切
り離せないお金について理解を深めた。
　はじめに財務省職員がお金の役割やキャッシュレス
の注意点を説明。同信金職員は児童にお金の数え方を
伝授し、その早さを競うレースを開催した。若手職員
が考案したカードゲームも実施し、参加者がお金の有
効な使い方を学んだ。� ［１／ 12付上毛］

【多彩なゲームをオールナイトで】
� ㈱磯部ガーデン
　３日間オールナイトでゲームを楽しむイベント「LAN

（ラン）パーティー」が11日、安中市磯部のホテル磯部
ガーデン（㈱磯部ガーデン、取締役社長・櫻井太作氏
／富岡安中支部所属）で始まった。県内外から集まっ

た愛好者が自身のゲーム機やパソコンを持ち込み、交
流を深めながらゲームを満喫している。13日まで。
　会場には、じゃんけんや上毛かるた大会など来場者
参加型ステージのほか、ｅスポーツを無料体験できる
コーナーを設置。家族連れらが複数人で対戦して盛り
上がっていた。
　ゲームカルチャー特有の雰囲気を味わってもらい地
域と観光の振興に寄与しようと、県ｅスポーツ連合が
主催。昨年に続き同市と同ホテルが共催した。
� ［１／ 12付上毛］

【産廃活用で資源循環】
� ㈱エスティビー
　産業廃棄物の収集、運搬を中心に物流事業を手がけ
る㈱エスティビー（代表取締役・杉崎由里氏／伊勢崎
支部所属）は、「経済の血液」とも呼ばれる物流の力
で、限られた資源が循環する社会の構築に貢献してい
る。取引先に対して産業廃棄物のリサイクルを積極的
に提案する他、子どもたちにSDGs（持続可能な開発目
標）を伝えるキャリア教育にも注力。「持続可能な地元」
に向けて取り組む人々の輪を広げている。
　杉崎社長は「SDGsは環境を良くしていくだけのもの
ではない。地元を良くするという意識を皆が持つこと
が、持続可能な町づくりにつながる」と語る。
� ［１／ 16付上毛］

【キング・オブ・ピッツァ予選会】
	 � 増田煉瓦㈱
　県内のピザ料理の頂点を決める「KING OF PIZZA（キ
ング・オブ・ピッツァ）」（５月10、11日開催、同実行
委員会主催）に出店できる10店舗を決める予選会が15
日、前橋市石倉町の増田煉瓦㈱（代表取締役・増田晋
一氏／前橋支部所属）で開かれた。
　参加店舗は下仁田町産のシイタケや前橋市富士見町
産のカキナといった県産食材を用い、制限時間の15分
以内でそれぞれのオリジナルのピザを作成。審査員を
務める４人がピザを実食し、味や香り、見栄えなどを
審査した。� ［１／ 16付上毛］

【GISビジネスプラン発表会　最高賞】
� ㈱GRACE
　起業家の輩出や県内企業の技術革新を促進する「群
馬イノベーションスクール（GIS）」（田中仁財団主宰）
の11期生のビジネスプラン発表会が19日、前橋市の上
毛新聞社で開かれた。受講生23人が約９ヶ月間練って
きた事業案を発表した。
　講師を務めた早稲田大ビジネススクールの長谷川博
和教授ら３人が審査した。最高賞のGIS大賞には社会福
祉法人愛心会の細田礼子さん（㈱GRACE・代表取締役
／太田支部所属）の「観せる！見せる！看せる！魅せ
るケアが福祉の未来を変える！」が選ばれた。
　細田さんは約10年間、同法人で高齢者や障害者の福
祉施設などを運営してきた。今回は既存のサービスを
膨らませ、施設内の開放的な空間作りや外部団体との
イベント企画を提案。従業員の努力を外に発信して励
みにしてもらう狙いだという。� ［１／ 20付上毛］

【オフィス隣に託児部屋】
� 中央キャリアネット㈱
　中央カレッジグループで、人材派遣業の中央キャリ
アネット㈱（代表取締役社長・小池正律氏／前橋支部
所属）は20日、同市西片貝町に託児スペースを併設し
たオフィス「ママスクエア前橋」を開業した。小さな
子どもを見守りながら働ける環境をつくり、子育て中
の母親の就労機会を確保する。他社から請け負ったコー
ルセンター業務などを担い、社会問題となっている人
手不足の解消につなげる。
　同日、同オフィスで関係者35人が参加する開所式が
行われた。小池社長は「小さな子どもがいるママが安
心して働ける環境をつくるとともに、高齢者の雇用、
人手不足の解消といった社会課題の解決にも貢献して
いきたい」と述べた。� ［１／ 21付上毛］
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第９回
日
時　

一
月
七
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
杉

﨑
、阿
久
戸
、理
事
／
小
板
橋
、山
﨑
、

提
箸
、
石
原
、
小
林
、
小
柴
、
小
池
、

鈴
木
、
本
多
、
周
藤
、
池
沢
、
佐
藤
、

齋
藤
、
阿
久
戸
、
関
口
、
事
務
局
／

阿
久
澤
、
竹
内
（
役
員
計
十
九
名
）

【
議　

事
】

　

杉
﨑
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
田
村
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
九
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
二
〇
二
五
年
度
役
員
選
考
に
つ

い
て

①
理
事
候
補
者
（
前
回
理
事
会
以
降

の
追
加
）
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
承

認
し
ま
し
た
。

②
正
副
代
表
理
事
、
委
員
長
・
部
会

長
・
支
部
長
の
選
任
案
が
総
務
会
よ

り
提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し

た
。
尚
、
研
修
集
会
実
行
委
員
長
は

候
補
者
が
未
決
定
の
た
め
、
次
回
理

事
会
以
降
に
改
め
て
承
認
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

③
監
事
候
補
選
任
案
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

２
．
定
時
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

四
月
開
催
予
定
の
第
五
十
三
回
定

時
総
会
に
つ
い
て
、
記
念
講
演
の
講

師
候
補
者
の
提
案
（
二
件
）
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
者
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
尚
、
講
師
候
補
者
へ
の

打
診
順
と
最
終
決
定
、
日
程
・
会
場

に
つ
い
て
は
、
総
務
会
に
一
任
と
な

り
ま
し
た
。

４
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
退
会
者
二
名

を
承
認
。
会
員
数
は
五
二
〇
名
と
な

り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　
「
新
年
度
の
活
動
方
針
案
策
定
に

向
け
て
」、
そ
れ
ぞ
れ
が
用
紙
に
意

見
を
記
入
し
、
そ
れ
を
も
と
に
率
直

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
．
第
十
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
阿

久
戸
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
二
月
四
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

『同友ぐんま（通常号）』 広告募集

＊掲載を希望される場合は、同友会事務局までご連絡をお願いいたします

群馬中小企業家同友会・事務局
TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666

［広 告 料］ 2万円（一口×6回掲載）
［スペース］ 縦44mm×横87mm（一口分）


